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はじめに

  「毎月勤労統計調査」は、常用労働者の賃金、労

働時間及び雇用の毎月の変動を明らかにすることを

目的として、厚生労働省が都道府県を通じて毎月調

査しているものです。

　この調査の対象は、「鉱業」「建設業」「製造業」

「電気・ガス・熱供給・水道業」「情報通信業」「運

輸業」「卸売・小売業」「金融・保険業」「不動産

業」「飲食店，宿泊業」「医療，福祉」「教育，学

習支援業」「複合サービス事業」「サービス業（他

に分類されないもの）」の１４大産業に属する常用

労働者を５人以上雇用する事業所で、京都府では約

900事業所について調査しています。

　以下は、京都府についての調査結果の概要ですが、

数値は５人以上規模の全事業所を調査すれば得られ

る数値に復元した平成21年における１か月平均値

です。なお、調査産業のうち事業所数が僅少のもの

については公表していません。

〈産業別賃金〉

  現金給与総額を産業別にみると、教育，学習支援

業が43万108円と最も高く、次いで複合サービス事

業、金融・保険業、情報通信業の順となり、最も低

かったのは、飲食店，宿泊業の13万3100円となっ

ています。また、最高額と最低額の差は29万7008

円となり、業種間格差は縮小しています。

　前年と比べると、医療，福祉で2.0％、運輸業で

1.7％増加しましたが、建設業の増減なしを除くと、

情報通信業の16.1％減をはじめ、製造業、卸売・小

売業、金融・保険業、不動産業、飲食店，宿泊業、

教育，学習支援業、複合サービス事業、サービス業

では減少しています。

表２ 産業別賃金支給額�

（表２）

  (単位：円、％）

きまって支給する給与

１　賃金の動き

　－現金給与総額　２年連続の減少－ 

〈調査産業計〉

　現金給与総額は、調査産業計で30万2822円で、

前年に比べ3.9％減となっています。また、実質賃

金は2.9％減となっています。現金給与総額のうち

きまって支給する給与は、調査産業計で25万2386

円で前年に比べ3.1％減となっています。
（表１、２）
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〈男女別賃金〉

　現金給与総額を男女別にみると、調査産業計で男

37万6384円、女21万5777円となっています。

　また、男の賃金を100とした女の賃金の割合は、

調査産業計で57.3となり、前年に比べ2.3ポイント

格差が縮小しています。

　産業別にみると、教育，学習支援業が66.1と最

も格差が小さく、次いで医療，福祉61.6、情報通

信業61.2、運輸業61.2、不動産業61.1、複合サー

ビス事業60.5、建設業58.7、サービス業54.9、金

融・保険業54.0、製造業49.0、飲食店，宿泊業

48.0、卸売・小売業46.4の順となっています。

（表３）
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２　労働時間の動き

　－総実労働時間　3.1％の減少－

〈労働時間〉

　総実労働時間は、調査産業計で139.8時間で、前

年に比べ3.1％減となっています。

　また、月間の時間数を年換算すると、総実労働時

間は1677.6時間となっています。

　産業別にみると、建設業が173.0時間と最も長く、

飲食店，宿泊業が101.5時間と最も短くなっています。

　産業別に前年と比べると、運輸業で2.7％、建設

業で1.9％増加しましたが、医療，福祉の増減なし

を除くと、製造業、情報通信業、卸売・小売業、金

融・保険業、不動産業、飲食店，宿泊業、教育，学

習支援業、複合サービス事業、サービス業では減少

〈出勤日数〉

　出勤日数は、調査産業計で18.5日で、前年に比

べ0.4日減となっています。

　産業別にみると、建設業が22.0日と最も多く、

飲食店，宿泊業が15.8日と最も少なくなっています。

（表４）

しています。

　また、総実労働時間のうち所定外労働時間は、調

査産業計で8.8時間で、前年に比べ13.1％減となっ

ています。

　産業別に前年と比べると、建設業、飲食店，宿泊

業、医療，福祉、教育，学習支援業で増加し、製造

業、情報通信業、運輸業、卸売・小売業、金融・保

険業、不動産業、複合サービス事業、サービス業で

は減少しています。 （図１、表４）
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３　雇用の動き

　－常用労働者　0.2％の減少－

〈常用労働者〉

　常用労働者は、調査産業計で83万4270人で、前

年に比べ0.2％減となっています。

　産業別に前年と比べると、製造業の6.1％をはじめ、

情報通信業、飲食店，宿泊業、医療，福祉、教育，

学習支援業が増加し、複合サービス事業の40.7％減

をはじめ、建設業、運輸業、卸売・小売業、金融・

保険業、不動産業、サービス業では減少しています。

　産業別構成比をみると、卸売・小売業が20.5％と

最も大きく、次いで製造業20.3％、医療，福祉13.4

％、サービス業12.0％の順となり、この４産業で全

体の６割以上を占めています。 （表５）

〈パートタイム労働者〉

　常用労働者のうちパートタイム労働者は、調査産

業計で26万6318人で、パートタイム労働者比率は

31.9％となり、前年に比べ0.1ポイント増となって

います。

　パートタイム労働者比率を産業別にみると、飲食

店，宿泊業が68.0％と最も高く、次いで卸売・小売

業51.5％、医療，福祉30.5％、教育，学習支援業

28.3％の順となり、最も低かったのは、建設業の

7.7％となっています。

　産業別構成比をみると、卸売・小売業が33.1％と

最も大きく、次いで飲食店，宿泊業18.6％、医療，

福祉12.8％、製造業11.2％の順となり、この４産業

で全体の７割以上を占めています。 （図２、表５）

詳細については、「平成21年京都府の勤労統計」を刊行しますので御覧ください。
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